
憲
法
９
条
は
軍
事
力
の
保
持
と
交
戦
権
を
認
め
て
い

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
自
衛
隊
は
違
憲
の
存
在
で
す
。

し
か
し
、
歴
代
保
守
政
権
は
専
守
防
衛
に
限
っ
て
自
衛

隊
を
合
憲
と
し
、
そ
の
上
で
「
個
別
的
自
衛
権
は
あ
る

が
集
団
的
自
衛
権
は
行
使
で
き
な
い
」
と
政
府
見
解
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
横
目
に
安
倍
内
閣
は
、

自
衛
隊
と
米
軍
の
軍
事
行
動
の
た
め
の
集
団
的
自
衛
権

の
容
認
に
踏
み
込
み
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
内
閣
法
制
局

長
官
を
、
集
団
的
自
衛
権
容
認
派
に
代
え
、
解
釈
改
憲

の
道
を
準
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
米
軍
と
自
衛
隊
の
共

同
訓
練
は
国
内
外
で
一
層
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
の
原
則
は
「
専
守
防
衛
」
か
ら
「
動
的
防
衛
」

と
い
う
攻
撃
的
防
衛
戦
略
に
変
質
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
関
係
法
を
改
定
し
、
自
衛
隊
の
装
備
も
大
き
な

変
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
向
こ
う
10
年
間
の
安
全

保
障
の
大
枠
を
決
め
る
「
防
衛
大
綱
」
の
見
直
し
の
中

間
答
申
で
は
、
「
敵
基
地
先
制
攻
撃
、
海
兵
隊
機
能
、

高
高
度
滞
空
無
人
偵
察
機
、
航
空
機
の
質
的
機
能
」
な

ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
現
に
水
陸
両
用
戦
闘
車
や
垂
直

離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
、
新
型
ス
テ
レ
ス

戦
闘
機
Ｆ
35
の
導
入
を
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ス

プ
レ
イ
搭
載
可
能
の
海
上
自
衛
隊
最
大
の
護
衛
艦
「
い

ず
も
」
の
建
造
も
進
ん
で
い
ま
す
。
関
係
者
は
「
実
践

モ
ー
ド
に
な
っ
た
」
と
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
臨
時
国
会
で
「
国
家
安
全
保
障
会
議
設

置
法
案
」
を
成
立
さ
せ
「
秘
密
保
全
法
案
」
を
提
出
、
、

来
年
の
通
常
国
会
に
は
「
国
家
安
全
保
障
基
本
法
案
」

を
提
出
す
る
方
針
で
す
。
国
家
安
全
保
障
会
議
は
総
理

大
臣
を
ト
ッ
プ
と
し
、
官
房
長
官
、
外
相
、
防
衛
相
の

４
閣
僚
が
国
の
安
全
保
障
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
め
ら

れ
る
組
織
で
す
。
「
秘
密
保
全
法
案
」
は
、
各
省
の
情

報
を
官
邸
に
一
元
化
し
、
そ
の
情
報
漏
洩
防
止
を
図
る

法
案
で
す
。
法
案
に
は
、
情
報
を
外
部
に
漏
ら
す
と

「
懲
役
10
年
」
の
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。
情
報
を
国

家
統
制
し
、
国
民
の
知
る
権
利
を
剥
奪
し
な
が
ら
、
官

邸
主
導
の
「
緊
急
事
態
」
を
口
実
に
し
た
戦
争
へ
の
道

を
開
く
も
の
で
あ
り
、
到
底
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

歴
代
政
府
は
、
「
専
守
防
衛
」
と
「
シ
ビ
リ
ア
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
根
拠
に
自
衛
隊
を
合
憲
と
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
今
、
こ
れ
が
壊
れ

始
め
て
い
ま
す
。
明
文
改
憲
は
も

と
よ
り
、
解
釈
改
憲
を
阻
止
し
ま

し
ょ
う
。
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参
議
院
選
挙
で
大
勝
し
た
安
倍
内
閣
と
自
民
党
は
、
全
て

の
政
策
が
信
任
を
得
た
と
ば
か
り
に
禁
じ
手
を
乱
発
し
、
暴

走
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
「集
団
的
自
衛
権
の
見
直
し
」

で
す
。
憲
法
前
文
や
９
条
を
事
実
上
無
き
に
等
し
く
す
る
暴

挙
で
あ
り
、
力
を
合
わ
せ
て
暴
走
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

憲法解釈変更し、集団的自衛権容認へ

自衛隊が変質し、専守防衛から攻撃型装備へ

明
文
改
憲
も
解
釈
改
憲
も
Ｎ
Ｏ
！

解
釈
改
憲
で
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
へ

自
衛
隊
は
「
実
践
モ
ー
ド
」
に
大
転
換

危
険
な
国
家
安
全
保
障
会
議
と
秘
密
保
全
法
案

安倍内閣が

暴走



増
税
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
焦
点
は
、
「
14
年

４
月
に
８
％
へ
引

き
上
げ
る
こ
と
」

の
賛
否
。
５
分
野
60
人
が
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。
極
端
な
意
見
の
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に

配
慮
し
た
と
い
う
も
の
の
、
80
％
以
上
が

「賛
成
」で
す
。
結
果
は
人
選
の
段
階
で
わ
か

り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

安
倍
政
権
内
は
、
大
き
く
「
予
定
通
り
や

る
」
「
１
年
様
子
を
見
て
15
年
に
一
気
に
や

る
」
の
意
見
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

の
意
見
の
違
い
は
、
「
デ
フ
レ
脱
却
と
財
政
再

建
の
折
り
合
い
を
ど
う
つ
け
る
か
」
か
ら
き

て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
消
費
が

落
ち
込
む
と
、
ア
ブ
ハ
チ

取
ら
ず
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
安
倍
政

権
に
は
、
「
増
税
は
し
な

い
」と
い
う
選
択
肢
は
あ

り
ま
せ
ん
。

財
政
再
建
は
、

Ｇ
20
な
ど
で
の
国

際
公
約
で
す
。
そ

れ
は
、
「
政
府
の
借

金
は
１
０
０
０
兆
円
を
超
え
た
」
と
赤
字
宣

伝
す
る
財
務
省
の
悲
願
で
す
。
し
か
も
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
た
め
に
国
債
を
発
行
（
借
金
）

し
ま
く
っ
て
の
赤
字
宣
伝
で
す
か
ら
、
お
か

し
な
話
で
す
。
97
年
に
消
費
税
を
３
％
か
ら

５
％
に
引
き
上
げ
て
、
証
券
会
社
や
銀
行

が
倒
産
し
、
デ
フ
レ
不
況
に
突
入
し
た
あ
の

政
策
責
任
は
当
時
の
大
蔵
省
に
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
反
省
の
弁
は
な
く
、
い
ま
ま
た

同
じ
失
策
を
繰
り
返
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
は

家
計
負
担
増
、
景

気
失
速
・
財
政
破

綻
の
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
ま
す
。
増
税
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
労
働
者

代
表
（
連
合
会
長
）
と
国
民
生
活
・
社
会
保

障
会
合
の
大
勢
は
「
反
対
」
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
期
待
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

連
合
会
長
は
経
団
連
会
長
と
と
も
に
「
賛

成
」
し
ま
し
た
。
国
民
生
活･

社
会
保
障
会

合
で
は
「反
対
」が
多
勢
に
無
勢
で
し
た
。
増

税
分
を
社
会
保
障
費
に
充
て
る
こ
と
への
期

待
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
。
。

14
年
度
予
算
編

成
で
は
公
共
事
業

費
の
増
や
企
業
減

税
の
一
方
で
、
社

会
保
障
費
の
削
減
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

閣
議
決
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
（骨
子
）

で
は
、
医
療
費
の
70
～
74
歳
の
窓
口
負
担
が

１
割
か
ら
２
割
に
、
介
護
で
は
「
要
支
援
１
、

２
」の
保
険
給
付
か
ら
の
除
外
な
ど
、
「自
立

･

自
助
」
を
押
し
付
け
る
制
度
改
悪
が
目
白

押
し
で
す
。

消
費
税
５
％
増
税
で
13･

５
兆
円
の
税
収

増
分
は
、
全
額
社
会
保
障
に
回
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。
増
税
と
社
会
保
障
制
度
改

悪
は
セ
ッ
ト
、
そ
の
一
方
で
、
自
衛
隊
の
オ
ス

プ
レ
イ
購
入
な
ど
不
要
か
つ
憲
法
違
反
の

武
器
購
入
が
概
算

要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
衛
費
の
徹
底
削
減

こ
そ
優
先
す
べ
き
で

す
。
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消費税増税を目指す安倍政権

新社会

増
税
も

社
会
保
障
改
悪
も

反
対
！

増
税
は

既
定
の
方
針

解説

消
費
税
増
税
の
と
き
が
刻
々
と
迫
っ

て
い
ま
す
。
民
主
党
政
権
時
に
成
立
し

た
増
税
法
案
で
は
現
行
の
５
％
を
２
０

１
４
年
４
月
に
８
％
に
、
15
年
10
月
に

10
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
政
府
は
広
く
意
見
を
聴
く
た
め

に
、
有
識
者
60
人
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
最
後
は
安
倍
首
相
の
責

任
で
10
月
初
旬
ま
で
に
は
判
断
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
論
の
大
勢
は

「
増
税
反
対
」
で
す
。
こ
こ
で
、
低
所

得
者
や
中
小
企
業
を
苦
し
め
る
消
費
税

増
税
を
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

お
か
し
な

赤
字
宣
伝

労
働
代
表
も

「賛
成
」？

ま
ず
防
衛
費

を
削
れ
！
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